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に笑顔を

わぁ、⼀⾯のヒマワリです。

沢⼭の笑顔に出会えたようで何だか嬉しくな

りました。

実はこのヒマワリは明⽇、⽯巻商店街・牡⿅

半島･南相⾺の被災地に⽀援物資と共に

届けられるものです。

市内南沢の篠宮仁さんの畑にSEEDS of

Hope at 東久留⽶(※注)のメンバー、東久

留⽶市⺠、それと近隣市の⽅々によって蒔

かれた種が、こんなに⾒事に咲きました！！

その種まきの様⼦は『くるくる』に『とどけ！被

災地へ！！東久留⽶から』と題して載ってい

ますのでご覧ください。

(※注)SEEDS of Hope とは、５⽉３⽇

に世界中でヒマワリの種を蒔き、東⽇本⼤震

災の被災地に花を送って元気づけようという

⽀援プロジェクト。それに賛同した東久留⽶

の有志１０名で⽴ち上げたのがSEEDS of

Hope at 東久留⽶です。

東の⾵

今回、こんなトラック３台で⾏くそうで

す。

篠宮仁さんにお話を伺いました。

「発起⼈の秋⽥茂良さんの知りあい

が⽯巻で被災したことがきっかけで

す。４⽉に仲間４⼈でトラック２台

分の⽀援物資を持って⾏きました。そ

こで、⾔葉が出ない程の惨状、更に

仙台の穀倉地帯の壊滅状態を⽬に

しました。そのとき同じ農業従事者と

して何か⼿助けができないか、将来

⼦ども達がその地で⽣計をたてていけ

るような復興の⽀援がしたい、との思

いを持ちました。そんな折、SEED of

Hopeの企画を知り、よし東久留⽶

からも応援メッセージ付きのヒマワリを

送ろうとなったのです。」

写真にはありませんが、応援メッセー

ジ⼊りのプランターがどっさりありまし

た。多くの市⺠の⽅々の声が、⼼がこ

もっています。

「最初は、何をどうするか分かりません

でしたが動き始めたら沢⼭の⽅々が

応援してくれました。準備期間が短く

て⼤変でしたが何とかやってます。仕

事の合間にやるようにしていますが、と

にかく時間が⾜りなくて」と篠宮さん。

午後4時過ぎに伺いましたが、まだま

だ暑い暑い暑い！！作業は既に⼤

⽅⽚付いているようです。市内各所

に持ち寄られた⽀援物資を此処に集

めて仕訳梱包する作業をしています。

沢⼭の箱の⼀つ⼀つから応援のエー

ルが聞こえてくるようでした。

「まだ間に合うかしら？」と⾃転⾞で

駆け込んで来た⼈も。

黙々と作業を続ける横顔は汗がビッ

ショリ！

たっぷりお⽔をあげて、⼀本⼀本不要

な葉を除きます。

ヒマワリさんのお嫁⼊り⽀度に⼤忙し

です！ なにせ１３０個のプランター

に５本ずつ植わっているのだそうです

から…。

はい、きれいになりました。

しっかり根をおろして皆さんを勇気づけ

てね！ ちなみにこの⽅が秋⽥茂良

さん、バリバリの苦労⼈ならぬクルメ

⼈、南町にお住まいです。

作業中の皆さんでしたが、ちょっとご協

⼒いただきパチリ。前列左が篠宮仁さ

んです、とても忙しそうで、写真のとき

も電話中でした。お邪魔してスミマセ

ン。では、ここらでひとまず退散いたし

ましょう。

なんだこりゃ！ なにも⾒えんぞ？で

すって。

そうなんです、只今７⽉７⽇午前２

時、真っ暗闇での最終作業が始まり

ました。

「これからトラック２台とバン1台が⼿

分けをして⽯巻商店街と牡⿅半島に

ヒマワリと⽀援物資を届けます。秋⽥

さんのトラックは既に南相⾺の原町⻘

年会議所に向け出発しています。

最後に全員が⽯巻で合流し炊き出

しをします。」と篠宮さん。

炊き出しの野菜は、モチロン東久留

⽶産！！

皆さんは今⽇中に東久留⽶に帰って

くるそうです！ 何とも強⾏軍です。

無駄のない⾏程のため綿密に打ち合

わせをしています。

メチャメチャ⼤変そうなのに、皆さん真

剣ながらも落ち着いて穏やかそのも

の。⼼強い限りです。

ザンザン降りの⾬になってしまいまし

た。

まさに⾬ニモ負ケズ。

さ〜て、出発です。

「たくさんのご⽀援ご協⼒ありがとうご

ざいました。僕達これから東久留⽶の

ハートを届けにいってきます。」

「⾏ってらっしゃ〜い。よろしくお願いし

ます！！」

今までは遠いところの災害のようにも

感じていましたが、この道の先にある

被災地が⾝近に感じられた瞬間でし

た。

⽬にはテールランプの明かりが、⼼に

は「⼀⼈の⼒では何にもできないの

で、これからも皆で⼒を合わせてやっ

ていきましょう。それぞれが出来ること

を。」という⾔葉が残っています。

困ったときはお互い様、⽀えあって、

助け合あっていけば必ず笑顔になれ

ると元気を貰えた今回の取材でした。

※写真については掲載の了解を得て

います。
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